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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第122期

第２四半期連結
累計期間

第123期
第２四半期連結
累計期間

第122期

会計期間

自平成22年
４月１日
至平成22年
９月30日

自平成23年
４月１日
至平成23年
９月30日

自平成22年
４月１日
至平成23年
３月31日

営業収益（百万円） 24,112 22,945 49,465

経常利益（百万円） 2,040 2,146 3,879

四半期（当期）純利益（百万円） 977 1,218 1,407

四半期包括利益又は包括利益（百万円） 864 1,114 1,256

純資産額（百万円） 25,712 26,771 25,880

総資産額（百万円） 98,155 90,454 92,733

１株当たり四半期（当期）純利益（円） 8.79 10.95 12.65

潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益（円） － － －

自己資本比率（％） 26.0 29.2 27.6

営業活動によるキャッシュ・フロー（百万円） 4,220 3,130 6,045

投資活動によるキャッシュ・フロー（百万円） △2,556 △4,025 △1,747

財務活動によるキャッシュ・フロー（百万円） △2,710 △238 △1,743

現金及び現金同等物の四半期末（期末）残高（百万円） 4,521 6,991 8,124

　

回次
第122期

第２四半期連結
会計期間

第123期
第２四半期連結
会計期間

会計期間

自平成22年
７月１日
至平成22年
９月30日

自平成23年
７月１日
至平成23年
９月30日

１株当たり四半期純利益（円） 3.95 4.88

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しており、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載していない。

２．営業収益には消費税等は含まれていない。

３．「潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益」については、潜在株式がないため記載していない。

４．第122期第２四半期連結累計期間の四半期包括利益の算定にあたり、「包括利益の表示に関する会計基準」

　　（企業会計基準第25号　平成22年６月30日）を適用し、遡及処理している。

 

　

２【事業の内容】

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容の変更と主要な

関係会社の異動については、次のとおりである。

（流通業）　

　ストアー業を営んでいた株式会社サンヨーマートは、第１四半期連結会計期間において清算手続き中であり、重要性

が低下したことから、連結の範囲から除外している。なお、同社は平成23年７月26日付で清算結了している。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第２四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはない。

　また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はない。　

　

　

２【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はない。
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３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1）業績

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、平成23年３月に発生した東日本大震災の影響により、個人消

費の冷え込みが一段と増したほか、雇用情勢も依然として厳しい状況が続くなど、景気全体としては先行き不透明

のままに推移した。

このような情勢のなかで、当社においては当社沿線への旅客誘致策を積極的に講じたほか、山陽百貨店では、食料

品等の売場をリニューアルするなど、さらなる収益拡大に努めた。

この結果、当第２四半期連結累計期間の業績は、営業収益は22,945百万円と前同四半期連結累計期間に比べ1,166

百万円（△4.8％）の減収となったものの、経費削減に努めた結果、営業利益は2,293百万円と前同四半期連結累計

期間に比べ75百万円（3.4％）の増益、経常利益は2,146百万円と前同四半期連結累計期間に比べ105百万円

（5.2％）の増益となり、四半期純利益は1,218百万円と前同四半期連結累計期間に比べて240百万円（24.6％）の

増益となった。

　

①運輸業

運輸業においては、鉄道事業では沿線商業施設とタイアップした企画乗車券を引き続き販売したほか、当社沿線

への旅客誘致をはかるため、平成23年５月に開催された「近畿・中国・四国Ｂ－１グランプリin姫路」の企画乗車

券を発売した。また、平成23年11月に開催のＢ級ご当地グルメの祭典「Ｂ－１グランプリin姫路」のPR活動につい

ても積極的に行った。施設面では、安全性のさらなる向上をはかるため、踏切支障報知装置設置工事や列車運行管理

システム更新工事等を推進したほか、平成23年６月には明石川～林崎松江海岸駅間での第２期明石市内連続立体交

差事業において、仮線路への切替を行った。

自動車事業では、一部路線の延伸やお客さまの利用動向にあわせたダイヤ改正を実施するなど、さらなる利便性

の向上をはかった。また、送迎バスにおいて新規契約を獲得したほか、少人数でのご利用に便利な小型バス車両を導

入し、貸切バスの受注拡大にも努めた。夏休み期間中には明石市の観光施設をめぐる都心循環バスを運行し、鉄道と

も連携した観光旅客誘致に取り組んだ。

運輸業全体では、平成22年10月１日の第二種鉄道事業廃止による影響などにより、外部顧客に対する営業収益は

9,038百万円と前同四半期連結累計期間に比べ659百万円（△6.8％）の減収となり、営業利益は1,283百万円と前同

四半期連結累計期間に比べ191百万円（△13.0％）の減益となった。

　

②流通業

流通業においては、山陽百貨店において「日本一生き生きとした百貨店」をめざし、食料品部門においてワイン

専門店「エノテカ」、ジェラートやジュースを販売する「オッティモ」などの新規店舗を導入したほか、「初夏の

北海道大物産展」をはじめとする集客力の高い催事を定期的に開催するなど、魅力的で賑わいのある店舗づくりを

進めた。また、継続して経費削減にも取り組み、収支改善に努めた。

流通業全体では、平成22年12月にサンヨーマートの店舗閉鎖があったことなどから、外部顧客に対する営業収益

は10,439百万円と前同四半期連結累計期間に比べ626百万円（△5.7％）の減収となったが、経費の圧縮等により、

営業利益は157百万円と前同四半期連結累計期間に比べ64百万円（69.8％）の増益となった。

　　

③不動産業

不動産業のうち分譲事業においては、大阪府吹田市で「ザ・千里ガーデンズ」、大阪市東成区大今里地区で「ブ

ランズ大今里南」の建設・販売を進めた。また、賃貸事業では、神戸市垂水区小束山地区における大型商業施設「コ

ストコ」等の誘致を通じて、長期的な収益基盤の強化をはかった。

不動産業全体では、分譲の規模が前年より小さかったことなどから、外部顧客に対する営業収益は1,441百万円と

前同四半期連結累計期間に比べ18百万円（△1.3％）の減収となったが、賃貸収益の増加が寄与し、営業利益は734

百万円と前同四半期連結累計期間と比べ235百万円（47.1％）の増益となった。

　

④レジャー・サービス業

レジャー・サービス業においては、須磨浦山上遊園において、春季および夏季の行楽シーズンに夜間営業を行っ

たほか、飲食業では姫路地区で新たにファーストフード店をオープンさせるなど、さらなる収益拡大に努めた。

レジャー・サービス業全体では、外部顧客に対する営業収益は1,236百万円と前同四半期連結累計期間に比べ59

百万円（△4.6％）の減収となり、営業損失は32百万円（前同四半期連結累計期間は営業利益26百万円）となった。
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⑤その他の事業

一般労働者派遣事業、設備の整備業などのその他の事業においては、平成23年９月に神戸市垂水区小束山地区に

大型自動車整備工場をオープンさせるなど、さらなる収益拡大に努めた。

その他の事業全体では、外部顧客に対する営業収益は790百万円と前同四半期連結累計期間に比べて197百万円

（33.4％）の増収となり、営業利益は105百万円と前同四半期連結累計期間に比べ6百万円（6.6％）の増益となっ

た。

　

　　(2）財政状態　

　　　　当第２四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べて2,279百万円減少し、90,454百万円となっ

　　　た。また、純資産は前連結会計年度末に比べて890百万円増加し、26,771百万円となり、自己資本比率は29.2％と

　　　なった。

　　　　増減の主な内訳は、資産の部では現金及び預金が1,132百万円、受取手形及び売掛金が832百万円、建物及び構築　　　　　　

　　　　

　　　物が639百万円それぞれ減少し、また、分譲土地建物が312百万円、建設仮勘定が556百万円それぞれ増加してい

　　　る。負債の部では支払手形及び買掛金が2,931百万円、流動負債のその他が1,181百万円それぞれ減少し、また、長

　　　期前受工事負担金が847百万円、固定負債のその他が498百万円増加している。純資産の部では、利益剰余金が995

　　　百万円増加している。

　

(3）キャッシュ・フロー

　当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、税金等調整前四半期純利益

の計上等があったものの、有形固定資産の取得等により、前連結会計年度末に比べ1,132百万円減少し、6,991百万円

となった。

 

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　当第２四半期連結累計期間における営業活動により得られた資金は、仕入債務の減少や棚卸資産の増加があった

ものの、税金等調整前四半期純利益の計上等により3,130百万円となったが、前同四半期連結累計期間に比べ1,089

百万円減少した。

　

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　当第２四半期連結累計期間における投資活動により支出した資金は、長期前受工事負担金等の受入による収入が

あったものの、設備投資による有形固定資産の取得等により4,025百万円となり、前同四半期連結累計期間に比べ

1,468百万円増加した。

 

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　当第２四半期連結累計期間における財務活動により支出した資金は、長期借入れによる収入があったものの、長期

借入金の返済等により238百万円となったが、前同四半期連結累計期間に比べ2,472百万円減少した。

 

(4）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び連結子会社）が事業上及び財務上の対処すべき課

題について、重要な変更及び新たに生じた課題はない。

 

(5）研究開発活動

　該当事項なし。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 240,000,000

計 240,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現在発行数

（株）
（平成23年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成23年11月11日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 111,652,992 111,652,992
大阪証券取引所

市場第一部

単元株式数

1,000株　

計 111,652,992 111,652,992 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項なし。　

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項なし。　　

　

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項なし。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金増
減額
（百万円）

資本準備金残
高（百万円）

　平成23年７月１日～

平成23年９月30日
－ 111,652,992 － 10,090 － 2,522
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（６）【大株主の状況】

 平成23年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

 阪神電気鉄道株式会社  大阪市福島区海老江１丁目１番24号 19,400 17.38

 関電不動産株式会社  大阪市北区中之島６丁目２番27号 5,606 5.02

 株式会社三井住友銀行  東京都千代田区丸の内１丁目１番２号 3,100 2.78

 川崎重工業株式会社  東京都港区浜松町２丁目４番１号 1,363 1.22

 日本マスタートラスト信託銀行

 株式会社

  （退職給付信託神姫バス口）

 東京都港区浜松町２丁目11番３号 1,300 1.16

 住友信託銀行株式会社  大阪市中央区北浜４丁目５番33号 1,189 1.06

 鹿島建設株式会社  東京都港区元赤坂１丁目３番１号 1,102 0.99

 兵庫県信用農業協同組合連合会  神戸市中央区海岸通１番地 1,000 0.90

 株式会社みなと銀行  神戸市中央区三宮町２丁目１番１号 985 0.88

 株式会社りそな銀行  大阪市中央区備後町２丁目２番１号 805 0.72

計 － 35,852 32.11

　　（注）　所有株式数は、千株未満を切り捨てて表示している。
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（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】　

 平成23年９月30日現在　

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

　無議決権株式 － － －

　議決権制限株式（自己株式等） － － －

　議決権制限株式（その他） － － －

　完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

普通株式　　  　451,000
－ －

　完全議決権株式（その他） 普通株式　　110,299,000 110,291 －

　単元未満株式 普通株式　　　　902,992 － 1単元（1,000株）未満

　発行済株式総数 111,652,992 － －

　総株主の議決権 － 110,291 －

(注)　「完全議決権株式（その他）」の「株式数」の中には、証券保管振替機構名義の株式が8,000株含まれているが、

「完全議決権株式（その他）」の「議決権の数」の中には、これらの株式にかかる議決権の数８個は含まれてい

ない。

 

②【自己株式等】

 平成23年９月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

（自己所有株式）

山陽電気鉄道株式会社

神戸市長田区御屋敷通

３丁目１番１号
451,000 － 451,000 0.40

計 － 451,000 － 451,000 0.40

　

　

２【役員の状況】

該当事項なし。　
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

  当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成している。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（平成23年７月１日から平成

23年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成23年４月１日から平成23年９月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けている。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成23年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 8,651 7,518

受取手形及び売掛金 2,596 1,764

有価証券 700 700

商品及び製品 980 1,011

分譲土地建物 5,113 5,425

繰延税金資産 248 332

その他 635 879

貸倒引当金 △2 △2

流動資産合計 18,924 17,630

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 33,958 33,318

機械装置及び運搬具（純額） 4,146 3,784

土地 18,580 18,445

建設仮勘定 6,397 6,953

その他（純額） 770 740

有形固定資産合計 63,853 63,242

無形固定資産 334 372

投資その他の資産

投資有価証券 2,980 2,744

長期貸付金 45 51

長期前払費用 5,186 5,038

繰延税金資産 251 251

その他 1,175 1,139

貸倒引当金 △17 △16

投資その他の資産合計 9,621 9,209

固定資産合計 73,809 72,824

資産合計 92,733 90,454
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成23年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 7,381 4,449

短期借入金 7,178 7,323

1年内償還予定の社債 6,000 6,000

未払法人税等 551 1,022

賞与引当金 86 137

役員賞与引当金 32 －

商品券等使用引当金 337 330

その他 7,968 6,786

流動負債合計 29,535 26,050

固定負債

長期借入金 22,389 22,281

繰延税金負債 418 224

退職給付引当金 1,672 1,315

長期前受工事負担金 5,391 6,239

受入敷金保証金 6,208 5,836

その他 1,235 1,734

固定負債合計 37,317 37,632

負債合計 66,853 63,683

純資産の部

株主資本

資本金 10,090 10,090

資本剰余金 6,850 6,850

利益剰余金 8,603 9,599

自己株式 △126 △127

株主資本合計 25,418 26,413

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 175 36

その他の包括利益累計額合計 175 36

少数株主持分 287 322

純資産合計 25,880 26,771

負債純資産合計 92,733 90,454
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年９月30日)

営業収益 24,112 22,945

営業費

運輸業等営業費及び売上原価 注2
 19,083

注2
 18,015

販売費及び一般管理費 注1,2
 2,809

注1,2
 2,637

営業費合計 21,893 20,652

営業利益 2,218 2,293

営業外収益

受取利息 7 6

受取配当金 25 53

雑収入 265 218

営業外収益合計 298 278

営業外費用

支払利息 346 321

持分法による投資損失 0 0

雑支出 128 104

営業外費用合計 475 426

経常利益 2,040 2,146

特別利益

固定資産受贈益 12 1

固定資産売却益 － 0

工事負担金等受入額 － 9

特別利益合計 12 11

特別損失

減損損失 3 －

固定資産除却損 8 9

投資有価証券評価損 63 1

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 181 －

工事負担金等圧縮額 － 9

特別損失合計 256 20

税金等調整前四半期純利益 1,797 2,136

法人税、住民税及び事業税 907 974

法人税等調整額 △91 △92

法人税等合計 816 881

少数株主損益調整前四半期純利益 981 1,255

少数株主利益 3 36

四半期純利益 977 1,218
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【四半期連結包括利益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年９月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 981 1,255

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △116 △140

その他の包括利益合計 △116 △140

四半期包括利益 864 1,114

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 862 1,079

少数株主に係る四半期包括利益 1 34
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 1,797 2,136

減価償却費 1,587 1,576

退職給付引当金の増減額（△は減少） △10 △356

賞与引当金の増減額（△は減少） △4 51

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △29 △32

商品券等使用引当金の増減額（△は減少） △2 △7

持分法による投資損益（△は益） 0 0

受取利息及び受取配当金 △32 △59

支払利息 346 321

有形固定資産除却損 22 71

投資有価証券売却及び評価損益（△は益） 63 1

売上債権の増減額（△は増加） 593 853

たな卸資産の増減額（△は増加） △727 △380

仕入債務の増減額（△は減少） 961 △439

その他の流動負債の増減額（△は減少） 194 65

その他 370 190

小計 5,131 3,991

利息及び配当金の受取額 32 59

利息の支払額 △347 △325

法人税等の支払額 △595 △595

営業活動によるキャッシュ・フロー 4,220 3,130

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △135 △60

定期預金の払戻による収入 70 60

有形固定資産の取得による支出 △3,119 △4,937

有形固定資産の売却による収入 － 114

投資有価証券の取得による支出 △124 △16

長期前受工事負担金等受入による収入 774 857

その他 △22 △42

投資活動によるキャッシュ・フロー △2,556 △4,025

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 354 396

長期借入れによる収入 27 2,563

長期借入金の返済による支出 △2,824 △2,922

配当金の支払額 △222 △222

その他 △44 △52

財務活動によるキャッシュ・フロー △2,710 △238

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △1,047 △1,132

現金及び現金同等物の期首残高 5,569 8,124

現金及び現金同等物の四半期末残高 4,521 6,991
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【連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更】

当第２四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年９月30日）

（連結範囲の重要な変更）

　前連結会計年度において連結の範囲に含めていた株式会社サンヨーマートは、第１四半期連結会計期間において清算手

続き中であり、重要性が低下したことから、連結の範囲から除外している。なお、同社は平成23年７月26日付で清算結了し

ている。

　

【追加情報】

当第２四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年９月30日）

（会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準等の適用）

　第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び誤謬の訂

正に関する会計基準」（企業会計基準第24号　平成21年12月４日）及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基

準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号　平成21年12月４日）を適用している。　　　　　

　

【注記事項】

（四半期連結損益計算書関係）

前第２四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年９月30日）

(注１)販売費及び一般管理費の主要な費目と金額は次のと

おりである。

(注１)販売費及び一般管理費の主要な費目と金額は次のと

おりである。

人件費 1,493百万円

経費 1,022  

諸税 94  

減価償却費 198  

　計 2,809  

人件費 1,378百万円

経費 1,013  

諸税 62  

減価償却費 183  

　計 2,637  

(注２)引当金

　引当金繰入額等のうち主要なものは、次のとおりであ

る。

(注２)引当金

　引当金繰入額等のうち主要なものは、次のとおりであ

る。

賞与引当金繰入額 83百万円

退職給付費用 516  

賞与引当金繰入額 137百万円

退職給付費用 383  

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

前第２四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年９月30日）

　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対

照表に掲記されている科目の金額との関係

　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対

照表に掲記されている科目の金額との関係

　（平成22年９月30日現在） 　（平成23年９月30日現在）

現金及び預金勘定 5,247百万円

預入期間が３ヶ月を超える定期　

預金
△726  

現金及び現金同等物 4,521  

 

現金及び預金勘定 7,518百万円

預入期間が３ヶ月を超える定期　

預金
△527  

現金及び現金同等物 6,991  

 

 

EDINET提出書類

山陽電気鉄道株式会社(E04125)

四半期報告書

15/20



（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　平成22年４月１日　至　平成22年９月30日）

　１．　配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資　

平成22年６月29日

定時株主総会
普通株式 222 2 平成22年３月31日平成22年６月30日利益剰余金　

 

 　　　 　２．　基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期

　　　　　　　　間末後となるもの　

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資　

平成22年11月9日

取締役会
普通株式 222 2 平成22年９月30日平成22年12月９日利益剰余金　

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　平成23年４月１日　至　平成23年９月30日）

　１．　配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資　

平成23年６月29日

定時株主総会
普通株式 222 2 平成23年３月31日平成23年６月30日利益剰余金　

 

 　　　 　２．　基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期

　　　　　　　　間末後となるもの　

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資　

平成23年11月11日

取締役会
普通株式 222 2 平成23年９月30日平成23年12月９日利益剰余金　
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自平成22年４月１日　至平成22年９月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報　

　 （単位：百万円）

　
 

報告セグメント　
調整額
（注１）

四半期連結

損益計算書

計上額

（注２）　
運輸業 流通業 不動産業

レジャー・

サービス業

その他の
事業

計

　　営業収益          

(1）外部顧客に対する営業収

益
9,69711,0661,4591,296 592 24,112 － 24,112

(2）セグメント間の内部営業

収益又は振替高
221 34 200 34 917 1,408△1,408 －

計 9,91911,1001,6591,3301,51025,520△1,40824,112

　　セグメント利益 1,475 92 498 26 99 2,192 25 2,218

　　　　　（注）１．セグメント利益の調整額は、セグメント間取引消去25百万円である。

　　　　　　　　２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っている。

　

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自平成23年４月１日　至平成23年９月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報　

　 （単位：百万円）

　
 

報告セグメント　
調整額
（注１）

四半期連結

損益計算書

計上額

（注２）　
運輸業 流通業 不動産業

レジャー・

サービス業

その他の
事業

計

　　営業収益          

(1）外部顧客に対する営業収

益
9,03810,4391,4411,236 790 22,945 － 22,945

(2）セグメント間の内部営業

収益又は振替高
215 47 410 31 877 1,582△1,582 －

計 9,25310,4871,8521,2671,66724,528△1,58222,945

　　セグメント利益又は

　　セグメント損失（△）　
1,283 157 734 △32 105 2,247 45 2,293

　　　　　（注）１．セグメント利益又はセグメント損失の調整額は、セグメント間取引消去45百万円である。

　　　　　　　　２．セグメント利益又はセグメント損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っている。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりである。

　
前第２四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年９月30日）

１株当たり四半期純利益金額 8円79銭 10円95銭

（算定上の基礎） 　  

四半期純利益金額（百万円） 977 1,218

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（百万円） 977 1,218

普通株式の期中平均株式数（千株） 111,214 111,203

　　　（注）　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載していない。

　

（重要な後発事象）

　　　　該当事項なし。　

 

　

２【その他】

　平成23年11月11日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議した。

（イ）中間配当による配当金の総額・・・・・・・・・・・222百万円

（ロ）１株当たりの金額・・・・・・・・・・・・・・・・２円00銭

（ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日・・・・・・・平成23年12月９日

(注)　平成23年９月30日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行う。 
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項なし。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

 

平成23年11月11日

山陽電気鉄道株式会社

取締役会　御中
 

新日本有限責任監査法人

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 岡本　髙郎　　　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 石田　博信　    印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている山陽電気鉄道株式会

社の平成23年４月１日から平成24年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成23年７月１日から平成

23年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成23年４月１日から平成23年９月30日まで）に係る四半期連結財務

諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フ

ロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財務

諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を作成

し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四

半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分

析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる

監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、山陽電気鉄道株式会社及び連結子会社の平成23年９月30日現在の財政状

態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していな

いと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

 

　（注）　１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

　　　　　２．四半期連結財務諸表の範囲には、ＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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